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相転移の新 しい近似法

東大 ･理 鈴 木 増 雄

臨界現象の解析的研究を振 り返ってみると,まず,ワイスの平均場近似から始まって,ファ

ンデアワールスの理論,ランダウの現象論,スケーリングの理論を経て,ウイルソンのくり込

み群の理論-と発展した｡

ここでは,近似の出発点である平均場近似を根本的に見直すことによって,現代的な方法論

-と発展させる｡まず,スピングラスのようなフラストレーションがあっても使えるようにゆ

らぎをとり入れる工夫をする｡今までの単純な平均場近似は,Zを最隣接格子点の数とすると,

kBT≧zJ(Jは典型的な相互作用の強さ)の温度額域でしか適用できない三)しかし,フラス

トレーションのある系では, kBTc≪zJとなり,この場合は,古典的な単純な平均場近似は

適用できない｡そこで, ｢ゆやぎをとり入れた平均場理論｣が必要になる｡ 一つは,第 1図や

第 2図のようなクラスターを考えることである｡ すでに,べ-テ近似,小口近似,菊地近似,
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スピングラスとその周辺

--･と工夫されているが,ここで提案する方法は,平均場にゆらぎの効果をとり入れる考え方

であり,言わば, ｢揺動平均場理論｣ とも呼ぶべきものである.2)基本の考え方は, iという格

子点の平均場 hLを,格子点 乙と直接結合 しているボンドによる熱的ゆらぎの効果もとり入れ

ることである｡これは, ｢直接的な揺動平均場理論｣であり, T｡の低い系 を調べるには,自

分自身に直接働 く平均場は除き,クラスターを通 して働 く平均場のみを考えると,近似がさら

に良くなる｡ これを ｢間接的な揺動平均場理論｣という≡)一次元イジング模型にこれらの方法

を適用すると,いずれもr｡-0を与え,正 しい結果となる｡2次元正方格子に後者の方法 を

適用すると, tanhK -o･40458-とな り,オンサーガの厳密解 tanhKc-JF-1-0･41421C

-･に非常に近い値となる｡これは,菊地近似よりもはるかに良い値である｡今後,フラス トレ

ー トした系に適用して,いろいろな相図,特に r｡の低いところを,この方法によってよ り良

い精度で研究する予定である｡

この考え方を組織的に発展させると,古典的な異常性から,非古典的な異常性,すなわち,

臨界指数が求められるという,全く新 しい臨界現象の研究方法が作れる≡),3)これについては,

別に詳 しく報告したい…),4)
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アニール士Jイジング系の成分

としてのボンド･クエンチ系

阪大 ･工 笠 井 康 弘

現実的な短距離相互作用系において,スピングラス状態は非平衡一準安定ではあるが長距離

秩序に近いクラスター構造をもつことが示唆される｡

はじめに,任意の固定された±′ボンド配置をもつイジングスピン系 (ミクロ･クエンチ系 )
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